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第１回 優先的に整備する路線戸別訪問及びアンケート調査の結果 

１.アンケートの実施概要 
区は、令和６年７月に「方南一丁目地区防災まちづくり計画」を策定し、災害に強い安心・

安全なまちづくりの実現を目的とした空地の確保や道路整備を計画的かつ総合的に進めてい

く予定です。 

今回の戸別訪問では「方南一丁目地区防災まちづくり計画」に位置付けた、幅員 6m に「優

先的に整備する路線」の沿道の皆さまに、道路整備の必要性や区の取組みをご説明しました。 

また、今後の道路整備手法の検討の参考とするため、アンケートでご意見を伺いました。 

 

〇期間   令和７年２月６日～令和７年２月 19 日 

〇訪問対象 優先的に整備する路線沿道の居住者および土地建物所有者等 

〇配布数  304 件（地区内：199 件／地区外：105 件） 

〇回収数   78 件（地区内： 58 件／地区外： 20 件） 

〇回収率 約 25.7％ 

 

２.アンケートの集計結果 
※令和７年３月 31 日時点 

【問１】 

「方南一丁目地区防災まちづくり計画」が策定されたことをご存じですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２】 

地区内の３路線の道路について、幅員６ｍに「優先的に整備する路線」として位置付けられ

ています。このことをご存知ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

42.3%

25.6%

30.8%

1.3%

１．知っている

２．ほとんど知らない

３．知らない

無回答

37.2%

25.6%

35.9%

1.3%

１．知っている

２．ほとんど知らない

３．知らない

無回答
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【問３】 

「優先的に整備する路線」について、災害時に円滑に消防活動等を行うためには、道路幅員

が６m 以上必要となります。このことについてどのようにお考えですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問４】 

今後「優先的に整備する路線」の道路整備への協力を求められた場合、どのようなお考えを

お持ちですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.3%

21.8%

25.6%

1.3%

１．必要がある

２．必要ない（今の幅員のままで良い）

３．どちらともいえない

無回答

5.1%

29.5%

46.2%

17.9%

1.3%

１．土地・建物を所有していないので回答でき

ない

２．道路整備に協力できる

３．どちらとも言えない

４．道路整備に協力できない

無回答
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【問５】 

道路整備と合わせて「優先的に整備する路線」を改善できるように、どのような取り組みが

必要であると考えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.アンケートを受けて 
方南一丁目地区防災まちづくり計画を策定し１年が経過したものの、計画を知らない方や

優先的に整備する路線を知らない方が、【問１】【問 2】でそれぞれ半数を超えていたため、計

画の周知等に力を入れて取り組んでいく必要がある結果となりました。 

また、【問５】で「道路整備と合わせて必要な取組みは何だと思いますか」の回答は「無電

柱化の実施」や「安全対策の強化」「道路拡幅部分への建物や工作物の設置を制限」が多くあ

りました。 

 

 

 

 

23.1%

12.8%

69.2%

29.5%

29.5%

26.9%

15.4%

7.7%

3.8%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

１．一方通行化

２．時間帯交通禁止の導入

３．無電柱化の実施（電線地中化）

４．安全対策の強化（ポストコーン設置や路面のカラー舗

装化）

５．まちづくりルールで道路拡幅部分への建物や工作物の

設置を制限

６．高いブロック塀の設置の制限

７．歩道のバリアフリー化

８．現状のままで良い

９．その他（その内容をお書きください）

無回答


